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背景および⽬的
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「歴史学」批判
事件主義←逸話的構成による歴史

＊社会史という⽅法（はじまりとしてのアナール学派）
＊語り（⼿）の独占←隠蔽と抑圧の暴露 （北條・菅編 2019）

＊⼦ども、⼥性・性的マイノリティ、エスニシティ etc. という主体
＊滲出する「偽史／陰謀論」認定の審級

歴史叙述の様式・構造の把握とその効果 （White 1973, 2014）
＊歴史叙述の散⽂的形式・喩法の問題化
＊Historical Past（歴史学による未完の過去） / Practical Past（実⽤的には完成した過去）

書記⾔語に基づいた歴史（学による）叙述の相対化と問題提起 （渡部 2019; 松原 2020）
＊例）スマートフォンによる撮影・加⼯・アップロード・交通の主体にとっての歴史的というほ

かない意味
＊実証主義史学・構成主義的歴史教育の学習主体（≒市⺠）への⾮実⽤性
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研究史的背景



動揺する歴史教育・アウトリーチの諸前提

「イメージの氾濫」する時代
＊YouTubeによる「学校（教科書）が教えてくれない真の歴史」
＊国⽴国会図書館に納本された「GHQが焚書した」本（とその性格）
＊TikTokの⼀⼤コンテンツとしての昭和天皇

歴史との多様な媒体
＊アニメ、ゲーム、マンガ、テレビ番組、旅⾏、映画 etc.
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社会的背景

世間で歴史離れが起きていないことは［…]あきらかである。不⼈気なのはひとり
歴史教育とりわけ⾼校での歴史科⽬であり、それを⽀えている歴史学である…

（松原 2020: 94）



教育映像実践がいかなる意味で歴史的なのか把握する

プラクティカル・パストという視⾓から
＊現代に⽣きる⼈々の価値観・問題意識への接近
←→すべてを来るべき書記の素材に還元せんとするアーカイブ的思考
＊歴史：現在との関わりの中で捉えられた過去の事象の認識（体系）

映像を鍵とする事例から
＊映像メディアの活⽤に取り組む（学校）教育現場
＊市⺠、コミュニティに⼊り込む社会教育的な実践
＝教育映像実践

実践のレビュー
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事例および検討
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教材の映像化 ⽯⽥ 2018 

教師⾃⾝が制作した映像を⽣徒に視聴させる（⾼校世界史）
＊帝国の成⽴要因や統治の⼿段につき、貨幣を中⼼として法や⾔語の果たした役割を説明する動画
＊反転授業（事前に課題を与えてから、その後の授業時間ではそれを踏まえた議論等の学習活動に注⼒する

授業形態）
＊教師による「SNSに動画をアップする」ことを⽣かした授業はいまだ「珍しい」（⽯⽥2018: 46）

映像の訴求⼒を活⽤
＊「動画による反転教材を使ったのは、私がインパクトのある映像・⾳響効果を駆使することに

興味があったという理由だが、結果として⽣徒の印象に残ったことはその後の授業の中でも感じる
ことができた」（⽯⽥2018: 51）との評価
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戦争証⾔を視聴する 中條 2015; 岩⽥ 2018 

戦争体験の記憶継承（中学校社会）
＊NHK「戦争証⾔アーカイブス」の活⽤
＊戦争を直接経験した者の語りを補うアーカイブス：「戦争証⾔者と中学⽣の中

継役、つまりリレーセンターの役割」（中條 2015: 9）

＊聴覚イメージ（×視覚イメージ）の物質性
∽ 広島平和記念資料館の展⽰リニューアルの評価：被曝の痕跡が原爆の直接・物質
的証拠を介して記憶の真正性を担保する（張 2022）

学校現場における教材使⽤の問題性
＊「戦争はいけないことだと改めて思った」式の応答続出に「効果あり」と評価

するにとどまる
＊アーカイブス構築担当者が当初より「教育活⽤」を意図していた（宮本 2015）

ことに鑑みても、ただ⾒せて戦争への罪障感を改めて⾔語化させる以上のことが期
されるべきだろう
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事例

出典：『［証⾔記録 兵⼠たちの戦争］⻄部
ニューギニア ⾒捨てられた戦場 〜千葉県・佐
倉歩兵第２２１連隊〜』チャプター２「２２１連
隊 ニューギニア・マクノワリに上陸」
https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives
/bangumi/movie.cgi?das_id=D0001210008_0000
0

https://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/bangumi/movie.cgi?das_id=D0001210008_00000


フィクション作品を⾒る

第⼀次世界⼤戦を素材とした⾳楽・映画の連関を⾒る（家⻑ 2014 中学社会・⾼校地理歴史）
＊フランス映画『⼤いなる幻影』（1937年）の作中でフランス⼈捕虜が歌う『遥かなティペラ

リー』（1912年、アイルランドの望郷の歌、英軍のアイルランド連隊が歌い有名に）が、第⼆次
世界⼤戦を描いた『U・ボート』（1981年）でもドイツ⼈戦艦乗組員によって「敵国の歌」とし
て合唱されたことの経緯を紹介

事実に基づくフィクションの起源に⽴ちかえる （⼩薗 2014 中学社会・⾼校地理歴史）
＊『帰ってきたウルトラマン』第33話「怪獣使いと少年」（1971年）の脚本の構想意図にあっ

たという、関東⼤震災下における朝鮮⼈虐殺問題に⾔及するという仕⽅での歴史教育の提案

実事例への安易な導⼊を超えた役割
＊フィクション作品の情動喚起といった機能を授業に仕組むことはない
＊実事例と作品との往還により作品受容の可能性も拡がる
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⼩括
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「⾒る」ことの多義性を踏まえて

映像表現・メディア活⽤の教育実践における役割
＊実体・モノの⽣々しさによる衝迫
＊内容（コンテンツ）の書記⾔語的整理の代替
＊問いの発出を促す

映像の修辞法・談話的構造への⾮着⽬
＊歴史教育の範疇では、いわゆる⾔語教育は無⾃覚な前提とされている
＊いきおい「聞き取り」に焦点化される
＊⼦どもたちの映像メディアを介した実践を捉えきれない？
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おわりに
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まとめ：歴史教育における映像実践の現状

映像実践がプラクティカル・パストに関わる⾏為であることの認識
＊現在のメディア環境における実証主義史学（≒ヒストリカル・パスト）
の危機
＊映像実践への着⽬

無⾃覚な内容把握が⽬的化された視聴⾏為への実践の縮減
＊すでにして作り⼿の側にも⽴ちうるという事実を教育実践に還元しきれていない
＊映像の修辞法以前に、書くことの修辞法が学習活動に先んじる（という信念？）
＊結果として、映像制作実践は等閑に付されている
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内容伝達的教育映像実践を超えて

映画表現に物語構造を⾒出す（⼩学校国語） 松岡・粟野 2018 

＊コミュニケーションのモードが同時に多重的に進⾏することを捉えた実践
＊ディズニー映画『ズートピア』の予告編を⾒る
＊本編がどのような話になりそうか予想させる
＊本編を分割視聴、都度展開を予測させる

修辞技法そのものへの着⽬と発達段階の問題
＊単に「おもしろかった」「ここが悲しかった」といった感想を超えて、接続詞の機能を指摘し

た意⾒が⾒られるようになるのは⾼学年以降（⼩５〜）
＊本授業案の⼤学⽣向けの模擬実践で、ようやく映画視聴経験をドキュメンタリー映像の脚本執
筆に⽣かす機会（松岡・粟野 2020）
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課題と展望１

⼀般化の誤謬
＊歴史教育映像実践の事例を全数調査（＋サンプ
リング）することの困難
＊そもそも「歴史教育」とまとめあげることが、
⾔語による修辞法の習得を基礎とした映像実践と
いう、今再びの「ヒストリカル・パスト」への回
帰をもたらすのではないか

記録を通じた想起・対話の⽇常における⾃覚
＊例えば渡邉・庭⽥（2019）において紹介されて
いる⽩⿊写真のカラー化が記憶のよすがとして想
起・対話を創発しプラクティカル・パストを産出
していることを、（上記の問題点を指摘した後で
なお）学校現場にいかに還元するかということを、
制作の実⾏可能性を含めて考える必要がある
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出典 「ヒロシマ・アーカイブ」（ https://hiroshima.mapping.jp/index_jp.html ）

https://hiroshima.mapping.jp/index_jp.html


課題と展望２
＊⽇常的な語りの記録・アーカイブ化

＊デジタルアーカイブによる教材づくり
とその効果の検討

（⼤井 2022）

＊単に専⾨家の歴史叙述を再⽣産・追体
験しているに過ぎない？

＊記述された過去の総体として捉えると
いった実体化から距離をとる（歴史のプ
ロセス化）⼿⽴てを与えてくれるかもし
れない

＊⼦どもの「⽇常性」への⽬配り
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出典 「デジタル版港区のあゆみ」https://adeac.jp/minato-city/top/movie/index.html

https://adeac.jp/minato-city/top/movie/index.html


…すなわち、⽇本語には「⼝語」と「⽂語」の⼆つの⽂法が存在する
と思われているが、実際には、「⼝語」とは「話しことば」の体系と
は本質的に異った何ものかであり、最終的には「読みかた」と「書き
かた」の問題なのであって、だからいわゆる「⽂語」も「⼝語」も書
かれた字に従属するという共通の性格をそなえているのではないかと
予想させるものが、この〔我が⼦がフランス語で暗誦する：引⽤者〕
詩篇の分析を通じて明らかにされてくる。⽇本語における「話し⾔
葉」とは、おそらく「⽂語」とも「⼝語」とも違う第三の体系をかた
ちづくっていながら、まだその構造は描写されることも分析されるこ
ともなく、したがっていかなる制度的な場で教育されることもない、
というのが現状ではないのか。
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（蓮實 2009: 23-24）
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